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論集第7号　（1992年）

ノヴェッラの起源と『ノヴェッリーノ』

米　山　喜　晟

第一章　ノヴェッラとは何か

　イタリア・ノヴェッラの起源に触れる前に、ノヴェッラとは何かを考えておく。C．　Segreが

百科事典を例に挙げて示している（1）ようにこの雷葉を定義することは専門家にとっても決して

容易なことではなさそうだが、参考のためにBat重aghaの大辞典（2）を眺めると、過去から現代ま

でのイタリア語におけるノヴェッラ（novella）という名詞の意味として、派生語を除き「新しい

出来事」「ニュース」「情報」「奪」から「騒ぎ」「演説」「議論」「使節」「事件、問題、状

況、条件」「詐欺、欺購」、はては「女性の性器」などを含めた「つまらない物、無価値な物」

や「気取り、しな」、r（複数形で）m一マ法の新勅法集」、「予備の索具」、「現実離れ、空しい

期待」、「トスカーナの諺」等を含む14の項自が立てられている。勿論ここで用いられているの

は文学の一ジャソルとしてのノヴェッラなので「6．物語、説話、（情報を与え、または楽しませ

たりする等の目的に基づく目承もしくは記述による）叙述、特に寓話、民話」およびその項に追

加された「滑稽で楽しい小話、挿話、逸話」、「また鋭い台詞、殺し文句、冗談、一照噺」、「事

件の推移（劇作品とくに喜劇の）粗筋」、「歴史叙述、歴史作品」、「詩作品、韻文、詩J、およ

びさらにそれを発展させ完成させた文学の一ジャソルとしての「7．散文の叙述的作品。構造は比

較的単純で幾分息が短く、概してリアリスティックで聴折道徳的、教化的意図を伴って、想像上

の、あるいは全面的または部分的に歴史上もしくは現実の事実を、一つの支配的な行為の筋書の

中に挿入して表現する」という定義あたりが、一応それに該当するものと見なし得る。これは筆

者が別の機会に紹介したアメリカの文学事典の定義とも共通した、いわば総花的に現在読むこと

が可能なイタリア・ノヴェッラを捉えようとした定義であるが、現代イタリアにおける代表的な

ノヴェッラ研究者Segreの「最小限度の定義（una　definizione　minima）」（3）は以上の定義とは

明確な対照をなすものとして興味深く、ノヴェッラの本質を示すために紹介の価値を有している

と思われる。それによると、「ノヴェッラとは、（fabliau、lai、noveと違って）一般的に散

文により、（イソップ寓話と違って）人間を登場人物とし、　（fiabaと違って）実際にありそう

だが、一般的に（逸話と違って）史実ではない内容をもち、　（exemplumと違って）大半は道

徳的目的や教化的結論を伴わない短い叙述」とされている。一見これは上述の定義と矛麿してい

る印象すら与えかねない定義のようだが、「一般的に」とか「大半は」とかの言葉で緩和されて、

例外が十分に認められているので、実際には指している内容はほとんど重なり合っていると見な
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し得る。しかしSegreの定義はノヴェッラの持つ散文形式における先駆的な文学的霞律性を取

り込もうとしている点で評緬すべきものと思われる。

　ノヴェッラのアブm～チには、こうした定義による方法とは別に、その特質を列挙する方法も

考えられる。その中でも最も広く受け入れられている代蓑的な例は、Paul　Zumthor（4）によるも

ので、簡単のためA．Varvaro（5）が整理して行った列挙によるとa）語られた出来事すなわち原

灘と結果の複合体となり得るものの統一性。b）行為の展開はそれ自体に戻る傾向がある……こ

と。c）……意味……は、物語の水準で知覚し得る。　d）短さ。実はVarvaroはこれらの特質

は初期のノヴェッラにも年代記類にも共通した特質と見て後のノヴェッラや年代記類と区別して

いるので、彼自身は必ずしもノヴェッラの普遍的特質とは考えていないようであるが、少なくと

も草創期のノヴェッラの特質を捉えたものとして参考にし得るだろう。

　それではこうしたイタリア・ノヴェッラが生れたのは～体何時頃のことであろうか。すでに見

た通り、定義の仕方に若干の差が認められるのだが、先のBattagliaの辞典の6．の用例にはす

でVe　BrURetto　Latiniの作品の用例が掲載されていて、また『ノヴェツリーノ』にもXX澄、　X

L、L㎜隷ノヴェッラやノヴェッ引・一噛言鰍翻いられているので、
膨ヴェッリーノ邊成立当時にはすでにrはなし」という意味でそうした雷葉が定着していたこ

とが推測し得る。しかし後にも見るとおりそうした多くの「はなし」は、翫録される事なく消え

てしまい、我々の手元には残らなかった。こうしたこれまで～般に認められて来た広義のノヴェッ

ラに対して、Segreはすでに見たとおりもう少し限定されたノヴェッラの概念を提起しているの

だが、それではそうしたいわば狭義のイタ9ア・ノヴェッラが現われたのは何時のことであろう

か。これは結局定義者の所説⑥に従うのが最も賢明だと思われるが、それによるとすでに『ノ

ヴェッリーノ』において、exemplumに代表される従来の単なる「はなし」から断絶した新し

い文学ジャソルとしてのノヴェッラが確立されていると考えられている。その証拠として挙げら

れているのは、かなり粗雑な要約になるが1）ほとんど全面的に道徳的訓戚が排除されているこ

と、2）特殊な細部へのこだわり、3）精密な位置付けによって得られるリアリティーの効果、

4）殺し文句のたぐいの一語の効果がこの作晶ですでに形成されているという事実である。この

ように考えるとノヴェッラの歴史は、従来よりもはるかにクリアーな形で掘握されるようになっ

たといえよう。しかしイタリア・ノヴェッラの歴史を概観するためには、筆者はあくまで従来の

やや曖昧で寄せ集めの印象が強い広義の定義に従っておくことにしたい。たしかに雑多な寄せ集

めの印象は否定できないが、むしろその方がイタリア・ノヴェッラの展開をたどるのに狂都合だ

と信じるからである。

第二章　fノヴェツリーノ』以前の状況

すでに見た通り、ノヴェッラの定義一つ取っても研究者の間では差異が存在し、したがってノ
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ヴェッラの誕生についても、当然多少は見解の違いが生じ得るのだが、『ノヴェッリーノ』をイ

タリァ最古のオリジナルなノヴェッラ集と見なすことに関しては、ほぼ研究者間の一致が見られ

ると考えても差し支えないさそうである。それでは『ノヴェッリーノ』が書かれたと推定されて

いる十三世紀末以前のイタリアの状況はどうであったか。ここでノヴェッラに限らず、イタリァ

文学全体に関してこれまでに筆者が何度も指摘し強調して来た特異な現象を、ここでも繰り返し

強調しておく必要があるように思われる。それは他のヨーロッパ諸圏では早くも多様なジャソル

が開花しつつあった十二世紀までの文学創造活動におけるラテン語の文学をもふくめたほぼ完全

な空白と、十三世紀前半でさえもFederico　IIの宮廷とかフラソチェスコ派修道士とかのごく限

られた範囲を除くと文学活動は全く認められなかったという事実によって端的に示されている、

イタリアの文学活動におけるかなり顕著な遅れ、およびヨーロッパ中世文学の一典型と見なし得

るダソテの出現に象徴されるその後の急激な成長の二点（7）である。こうした大きな変化がその

後のイタリアの文学活動の中心となるフィレソツェの歴史と極めて緊密に結び付いていることは、

すでに筆者が指摘しておいた通りであるが、イタリア・ノヴェッラに関しても当然岡様の事情が

関係しているのである。だがそうした問題の考察は甥の機会に譲ることにして、本論では問題を

ノヴェッラの発展に絞って眺めねばなるまい。最初に『ノヴェツリーノ．IIが出現する以前の状況

はどうであったのか、ノヴェッラは存在したのかどうかに関して、今ヨの定説を見ておく必要が

ある。

　まずイタリア・ノヴェッラに関して、Av　EIでもなお最も基本的な通史で、その地位が揺るがな

いDi　Franciaの『ノヴェッリスティカ』．⑧の記述を瞥見した後、いくつかの近年の代表的な叙

述と比較して、今臼一般的に受け入れられているノヴェッラの萌芽的状態について私なりのイメー

ジをまとめておきたい。Di　Franciaの『ノヴェッリスティカ』はノヴェッラ形成期のために

「序中世のノヴェッリスティカ（この言葉は辞典類ではノヴェッラというジャソル、その生産、

技術等を表すとされているが、むしろノヴェッラ概説とかノヴェッラ総論と書う意味の方がふさ

わしいように思われる）」およびr第一章　ポッカッチョ以前のイタリア・ノヴェッラ」の二章

を割いており、序章ではイタリア・ノヴェッラ誕生当時の中世ヨーロッパ全体の状況について簡

潔に概観し、『バルラームとヨサファット』、勤り一ラとディムナ』、『七賢人の書』あるい

は仏教説話またはエジプトからへmドトスをとおして伝わった伝説等東洋系の説話や、Valerio

Massimoの歴史上のエピソード、　Apuleioの『黄金の驕馬』、あるいはPetro擁oの『サチュリ

コソ』等西洋を源流とする物語群などの持つ多元性および照承性を重視している。さらに特に東

方起源の作品が十字軍を通してビザソチソ、イタリア、スペイソ経由で伝わったとし、本来口承

で伝播したものと想定している。RomolGのイソップ由来の説話の普及とあわせて、　Pietro

Alfonsoの『聖職者の訓練（伊藤正義氏（9＞は『賢者の教え』と訳しておられる）』、あるいは

Jaccpo　da　Vitry、Odo　di　Sheritonその他の説教師による、キリスト教の説教における

exemplum（たとえ話、模範やみせしめのための実｛列）の利用、とくにexemplum集としての

141



ノヴェッラの起源と『ノヴェッリーノ蓋

『ゲスタ・ロマノールム』の存在等重要な事実に触れると共に重要作品を網羅的に列挙する。特

にフィレソツェのガチョウの（『デカメロソ』第四日の序文で語られている、父親が女性をガチョ

ウと呼んだので、息子はそれまで見たことがなかったガチョウが最も気に入ったと言う）エピソー

ドが『バルラームとヨサファット』を通してヨーUッパに侵入した後、聖者伝やフランスのヌヴェ

ル、多数のexemp｝um、さらに後のLa　Fontaineに至るまで仏、英、西、伊等各国へ様々に形

を変えて伝わった様子を示して、説話の伝播の一つの実例を示している。こうした説話は多くの

論文や百科事典の類にも取り入れられ、ファブリオーの漂，典としても役立ちフラソス、ドイツ等

で蓄積が進んだが、フラソスで停滞した晴期にイタリアで急上昇が生じたという事実を指摘した

後、Di　Franciaは執筆に際して用いた原測や記述の限界をしるしてこの章を終わる。

　続く第一章では習頭に『ノヴェッリーノ』を取り上げて、およそ半分までこの作贔の内容の紹

介と出典の調査や作晶の評価、写本による異動等の解説に当てている。残りの部分で、序章で列

挙した作品をも含めて当晴知られていた主要作贔を紹介する。『古き騎士の話3、『哲学者の華灘、

『美徳の華』、．『道徳化されたチェスの遊戯』、　『至高なるものの軽蔑』、　建エクセソプ婆の書還、

『十二の道徳物語』、『婦人達の支配と習俗』、フラソス語およびラテソ語作品からの翻訳窪七

賢人の書』、ilバルラームとヨサファットの物諾還、寓話集のなかのノヴェッラ等が紹介されて

いる。以上がこの基本文献のイタリア・ノヴェッラ草創期に関する記述である。Di　Franciaの

『ノヴェッリスティカ』刊行（1924－5）以来すでに約70年が経過して、鯛々の作品に関する研

究は飛躍的に深化した反面で、ノヴェッラの草創期自体の全体紬なイメージは今日の方がかなり

単純化しているというのが、以上の要約を眺めた時の我々の率直な印象ではないだろうか。たと

えばこの期聞にllノヴェッリーノ』に先行するオリジナルなノヴェッラ集の発見とか、すでに紹

介されている『ノヴェツリーノ』以外の文献の劇的な再評価といった現象はぼとんど見られない。

むしろ文献批評が厳密になった結果アソソロジー等に現れるテキストは制限され、テキスト闘の

差別化が強まったことは確実である。特に顕著なのは『ノヴェッリーノ』の再評緬と地位の確立

で、筆老の誤解でなければ純粋なトスカーナ語のテキストとしてすでにPu◎tiの頃から認めら

れいた重要性に比して、文学自体としての評価には、たとえば最も好意的であるべきはずのDi

Franciaにおいてでさえ、何か曖味さを伴っているような印象が感じられたが、今日ではたとえ

ば近年『イタリア学会誌』に村松真理子氏（io）が論じられたとおり、蒔代に先駆けてオリジナリ

ティーを実現した例外的な作品として、イタリア散文史の中で特権的な地位を占めていると見な

し得るようである。それを端的に示しているのが、c．　SegreとM．　Ma痴によるアソソロジー

『13世紀の散文』q9で、その第三部の「オリジナルな散文」に収録されている作品は、この当

時抜群に多く書かれた年代記類や科学論文を除くとBono　Giamboniの『徳と悪徳の書』、『ノ

ヴェツリーノ』、『徳の華』の3編に過ぎず、その中で唯一のノヴェッラ集であると同時に興味

深さにおいて他の二作晶の追随をゆるさぬ比類のない地位を占めていることが分かる。A．

Tartaroの「古典的説話散文論」（12）においては、　『十三世紀の散文』でフラソス語作品の翻訳
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とされていたMarco　Poloの『百万』の扱い方などに多少ニュアソスの違いがあり、『ノヴェッ

リーノ』の評価もより冷静で相対化しようとしているものの、やはりこの時代の散文はこの作品

をメイソに据えるほかはないと見なされ、またこの時代の散文史が全体的にDi　Franciaの時代

に比して単純化されたという印象は否み難い。こうした風潮を反映したガルザソティ版の瞬タ

リァ・ノヴェッラ』（13）では『ノヴェッリーノ』が当然オジジナルな作品の筆頭として挙げられ、

その前には『13世紀の散文』の揚舎のタイトル「翻訳」と似た「翻訳および編纂物」というタイ

トルの下で、『聖職者の訓練（賢者の教え）』、il七賢人の書』、『哲学者とその他の賢人と皇

帝達の精華と生涯』、『道徳物語』、『チェスの遊戯』の翻訳からの抜粋が並べられていて、こ

れらをたとえオリジナルではないとしても、『ノヴェッリーノ』に先立つイタリアの先駆的作品

と見なすことが出来る。なかでも鳥居正雄氏によって邦訳された『七賢人の書』は、Sklovskij

が指摘した（14）三種類の額縁（時闘稼ぎ、旅行、おしゃぺり）の内、蒔閲稼ぎの典型的な額縁に

よって極めてよくまとまっている作品である。いずれにせよすでに揖摘したイタリア文学全体の

後進性はノヴェッラの分野にもはっきりと現れており、それ以後のキャッチ・アップの凄さはフィ

レソツェ人によって書かれた『ノッヴェリーノ』と『デカメmソ』の二作品に見出ぜる。

窮三章　『ノヴェッリ　一一ノ』の輪郭

　このように興味深い地点に位麗している『ノヴェッtL］　一一ノ』については、イタリアは勿論我が

国でも優れた論文が発表されているので蛇足の感もあるが、本論では本章でSegreの校訂した

版（15）に基づいて具体的にその輪郭の紹介した後、次章でその成立についてフィレソツェの状況

を考慮しながら考察しておきたい。Segreの版が一応序文的性格の強い王話を含めて全体100話

としているので、論議の余地はあるようだがそうした形式に従う。欄々の作品の内容については、

付録の要約を瞥見していただくことで簡単に把握していただけるはずだが、果たして全体として

はどういう作品が多く、いかなる傾向を持っているのであろうか。

　後に見るとおりこの作品の作者に関して鋭い疑問を提起して、ilノヴェツリーノ』研究に一時

期大きな波紋を投じたG．Favati（16）は、この作品のテーマを10個ずつまとめて次のように要約

する。

1－10

11－20

21－30

31－40

41－50

51－60

61－70

正義を再確立することが可能な行為と言葉（名科白）。

社会的美徳とそれを獲得させるのに適した教育。

からかい、潮弄、冷かしの物語。

不適切な反応とその結果。

正しい理屈と欺購的な理屈。

不法な行為。

叡知。
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71－8◎　失われた財産、裏切られた貧欲。

81－90　不当な死と正当な死。

91－100恰好の悪さ、ぶざまさ、愚かさ。

　Favatiによると一見感じられるよりはずっとよくあてはまるということだが、大抵の場合そ

う言われればそうとも取れるという程度の一致であり、しかもFavati自身も認めるとおり枠に

はまらない作品もいくつか見られる。しかしこうした分類が成り立つとすれば、潤毎にテーマを

変えて交互に10話を語った『デカメmソ』と似た構成を取っていたことになる。

　ところで筆老は従来我が国では全く紹介されていなかったイタリア・ノヴェッラ集を紹介する

に当たって、作品の中で語られている事件の舞台設定、つまりその場所と時と登場人物の繊身階

層を簡単な数値にまとめることによって、その作品の特徴を紹介して来た。必ずしも効果的だっ

たとは断言し難いが、多少の参考にはなり得たように思われるので本作贔に関しても、一応そう

した数字を示しておきたい。ただし先ず断らなければならないことは、その後のノヴェッラ集一

般とは異なり、『ノヴェッリーノ』の大抵の作贔は記述が短か過ぎて、時代や階級を蒋定するこ

とが極めて困難であるという事実である。たとえばSegreも記している（17）とおり、『ノヴェッ

｝」　一一ノ譲に度々登揚するFederigoですら「世界の奇跡」のフェデジーコニ世なのか、その笹父

の赤髭フェデリーコー世なのか全く記されていない。常識的には二世と取った方が無難な感じも

するが、SegreやFava亀iは必ずしもそのように考えてはいないようである。甚だしきに至って

はC話の場舎のように、Federicoに関する二つのエピソードの内前半は二世、後半は一世と関

連している可能性があるとされている（18）ことすらある。だから厳密な証拠を良心的に求めて確

実な事実のみを数えた場合、その結果は殆ど意味を持たない程少数になる可能性がある。そこで

多少類推や解釈の余地を認めてほぼ妥当と判断し得る程度に止めてこの作品の全体像を把えてみ

ることにしたo

場所（総数100）

記入なし

イタリア

20

36　国名のみ推察可能　5、

ロソバルディーア　4、シチリア　2、ロマーニャ　2、

フィレンツェ　5、古代ローマ　5、ジェノヴァ　2、ボローニャ

ミラノ　1、バーリ　1、オルヴィエート　1、

2か所以上　フィレソツェ十マソトヴァ、サルデーニャ十ピサ、

マルかもボローニャ、／外国を含む

イタリア十中近東

2、

ボローニャ十イギリス、イタリアー1一イソド。

イタリア以外　44
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フランス　10（圏名のみ推察可能　2、プmヴァソス　4、ボルドー　1、ブル

ゴーエユ　1、パリ　1、トゥールーズ　1）

ドイツ　1

イギリス　8（アーサー王伝説とヘソリー二世親子で国名のみ推察可能　7、コー

ソウェル　1）

ギリシャ　10（園名のみ推察可能　8、トロイア　1、キプロス　1）

ギリシャとイソド　1

エジプト　3（国名のみ推察可能　1、アレキサソドリア　2）

古代イスラエル　6（ガザρ）近く　1を含む）

中近東　5（地域のみ推察可能　4、アクリ　1）

　今見た地名は『ノヴェリーノ』の舞台設定の中では比較的掘握し易い部門である。注Rすべき

事実の一つは、イタリア以外を舞台にした作晶の方が多いという事実である。たとえばイギリス

が多いのはアーサー王伝説の舞台を一応イギリスと見なしたからである。ギリシャは古代ギリシャ

人を題材にし、イスラXルは聖書を題材にしたものが大半である。こうした事実から考えても、

この作昂の持つ中世文学のアソソロジー的性格が見て取れるはずである。特にアーサー王の宮廷

やプロヴァソスを舞台とした騎士道文学の占める比率が高く、イタリア中世都市の市民達に対す

るそうした感性の教科書であったことが推察できるだろう。

　晴代に関してはすでに述べたような曖昧さが最大限に達する。

古代

中世前期（伝説時代を含む）

12世紀後半

13世紀前半

13世紀後半

記入もなく推定の根拠もない

19

8

7（＋2）

17（－2）

14

35

（FederigOの解釈による）

（同上　　　　　　）

　記入のないものは、大体同時代もしくは何時の時代でも起こり得る普遍的な出来事といえる。

この作品はエクセソプルムの痕跡が色濃く、そうした作品の比率が高くなるのである。中世前期

以前、特に古代ギリシャやm一マの文明、あるいは聖書を題材とした作贔にもそうした性格が濃

厚である。12世紀後半以降の作品は、全体の約三分の一を占めていて、この作品にユニークな色

彩を与えているといえそうである。その中にはEzzehao　da　Romanoを扱った作晶のように、

年代記的性格の特に顕著なものと、ファルス的でそうした性格の希薄な作品もある。爾者の間に

は動詞の完了形と未完了形の関係に対応する関係が認められる。

　貴族をN、民衆をP、聖職老をRとして、登場人物の階層を示すと以下の通りである。

　　Nのみ　　　　　　　　35
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Pのみ

Rのみ

N十P

N÷R
R－1－P

N十P十R
動物＋人間

動物のみ

なし

ノヴェッラの起源と『ノヴェツリーノ』

19

1

32

1

5

1

4（内ヘラクレスのN以外はPが3）

1

1

　聖職老はともかく、貴族と民衆の階層の判定も決して確定的なものではありえない。都市貴族

や宮廷騎士に関しては、常に疑問の余地が残るようで、判定者によってかなりの誤差が生じるの

はやむを得ない。しかし上記の数字はかなり鮮明にこの作品が持つ貴族憧憬的つまりスノブ的な

性格を裏付けている。NのみとN十Pとを合わせると全体の三分の二を占めるという事実は、こ

の作品が市民達にヨーmッパに普遍釣な支配階級である貴族の価値観や在り方を伝えるとともに、

市民がいかに彼らと付き合うべきかを具体的に教えてくれることを意味している。

第三章結びに代えて：『ノヴェツリーノ』の作者像

　すでに見たとおり近年この作晶に対する評価はますます高いのだが、今世紀後半この作最の成

立、特に作者をめぐっていくつかのラディカルな問題提起が行われた。その一つは1954年にA．

Monteverdi（19）が提起した、この作編は複数の作者の手になったのではないかとする仮説であり、

もう一つはFavati（20）によるこの作品とMarca　Trivignanaとの関係の深さに鰐する指摘で、最

終的にはフィレソツェ人の作者の手になるとしても聴部イタリア的要素が葬常に強いので、ヴェ

ネト地方を中心とする物語のコレクショソが下敷になっている可能性を示唆して、一時期問題視

されたものである。そこで私達は前章の数字を参考にしながら、いくつかの重要な点を指摘し、

それに基づいて作者についての推察を行いたい。

1．この作品には宮廷人と呼ばれる職業的な物語の語り手に関するエピソードが多い。それもこ

の作品の中では異例な程心理的細部に立ち入ったり、内輪の話題として扱った記述が行われてい

る。このことは一応作者自身一種の宮廷入か、その身近にいた存在だった事を推測させる。

2．この時代の政治状況から考えてやはりギベッジー二党の中心人物だった皇帝Fedeヱ電oや

Ezzelino　da　Romano　X関するノヴェッラが見られるという事実は重要である。しかしだから

と言って、そのことから単純に作者とギベッリー二党とを結び付けることは許されない。なぜな

らFeδerigoは一世か二世という区別が全くなされておらず、もしもホーエソシュタウフェン家

に対して深い愛着や関心があれば、二人のFederigoをこのように無差鋼に記すとは考えられな
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いからだ。むしろ作者の頭の中で二人がほとんど区別する必要のない状態で存在していたから、

このような曖昧な記述が行われたのである。Ezzelino　da　Romanoに関しては、すでに彼が敗

北した後なので恐怖や嫌悪は多少薄れているが、やはり恐怖とともに描かれている。他方イタリ

ァ・グェルフィ党のり一ダーでその再建者であるCarlo　d／A簸gi6王についても、頻度は少ない

とは言えかなり長文のノヴェッラが与えられていること、特にフィレソツェの騎士階級とこの王

の宮廷との親密な関係が記されていることは注目に値する。また少なくとも当蒔のイタリア人に

とってギベッリー＝党の重要な根拠地だったドイツについての記述がほとんどないという事実と、

Carloの出身地フランスに関連した記述が多数認められることを考慮すると、作者が熱心なギベッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆドリー二党員だとは考え難い。ロマーニャを中心とする親ギベッリー二的封建領主の宮廷が比較的

しばしば題材に用いられているからと雷って、必ずしもそれが作者の出自や政治的立場を表して

いるとは言えないのである。むしろ作者が執筆した素材を彼に提供した宮廷人の活動領域が、そ

うした領主達の小宮廷と大きく重なっていたためだと思われる。

3．さらに宮廷人自体と作者との間には一線を画す必要がある。何故なら宮廷に出入りして歌っ

たり語りを行うことと、読巻のためにノヴェッラを記述することは、必要とされる能力も対象と

される享受者も異なり、やはり別個の活動だからである。結局多くの亡命者を生んグェルブィー

ギベッリー二闘争が・・一一・ee落した後に成長した、やや親ギベッリー二的な傾向の強いフィレソツェ

知識人の手になった作品だと考えるのが妥当な所ではないか。　（おわり）
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『イル・ノヴェツリーノ』の梗概

　使用テキストはLA　PROSA　DEL　DUECENTO，　A　cura　di　Cesare　Segre　e　Mario

Marti，　Milano－－Napoli　1959所収のC．　Segre監修の難《Novellino》である。

　11《Novellino》この本は優れた過去の勇士達が行った事柄に従って、おしゃべりと立派な礼

節の行いと見事な返事と美しい善行と贈り物のいくつかの精華を扱っている。

　ag－一一’話　神は人間の言葉を話し、舌曝は心の過劇によって語ると告げた。高貴で優雅な心の持主

よ、言葉で神を称え、最高の高潔さと礼節で語り肉体を楽しませよ。貴族の言葉と行為こそ規範

だから、言葉と礼節の行為と見事な返事と優れた徳行と良き贈り物と美しい愛の精華を、過去の

人々の行為に従って記したい。優れた魂の持主はそれを模倣出来る。　（以下略）

　第二詣　イソドの君主Presto　Giovan瓢は、皇帝の言葉と行動における賢明さを探るため、

使節団をFederigoの許に送る。3個の宝石を贈り物にしてこの世で最、も優れたものは何かと尋

ね宮廷を観察して報告するよう命じる。皇帝は贈り物を喜んで受け取ったがその効力を尋ねるこ

となく、この世で最も優れたものは節度（misura）だと答えた。報告を聞いたPresto

Giovanniは、皇帝は言葉は賢明だが、行動では賢明ではないと評緬し、宝石細工師に窯石を取

り戻しに行かせた。宝石細工師はFederigoの家来達に無料で宝石を贈る。皇帝が宝石継工師を

招くと、彼は宝石を皇帝に見せたので、豊帝はPresto　Giovanniの贈り物を持って来させた。

宝石細工師は一つを「陛下の最高の都市より値打があります」と誉め、二つ羅を「陛下の最高の

州より値打があります」と誉め、三つ圏を見ると「帝圏金体よりも値打があります」というなり、

それを掻むと彼の姿が掻き消え、宝石類をさらって階段を駆け下りてPresto　Giovanniの許に

戻り宝石類を返した。

　第三話　ギリシャの王Filippoは賢人を投獄。賢人はスペイソから贈られた一頭の馬を見て

「mバの乳で育てられた」と言う。スペイソに問い合わすと事実と判明。王は一日半切れのパソ

を与えさせた。また王が一番気に入っている宝石に虫が入っていると言い、王が割らせると事実

だった。王は一日一切れのパソを与えさせた。自分が父王の子ではないらしいと考えた韮が賢人

に、自分の真の父は誰かと闘うと、賢人はパソ屋だと言う。王が母を脅して尋ねると真実だと分

かる。王が推理の根拠を問うと、賢人は馬は耳が垂れていたから、宝石は暖かかったから、王な
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ら褒美に都市をくれるところを、パソをくれたから分かったと答えた。

　第四話Alessandro王がGiadre（ガザ）の都市を包囲中ある騎士が捕虜の身から逃亡して王

に会いにいく。途中で道化師に馬と武具一式を借りると、道化師は代償に王の贈り物を求めた。

騎±がIIEに贈り物を求めると、王は何も答えず、そこへGiadreの市民達が王に捧げに来た市の

鍵を騎士に与えて領主にしてやると言う。騎士はそれを断って金銀を求め、王は2000銀マルクを

与えた。騎士がその銀を道化師に与えると、道化師は王に騎士を逮捕するよう訴え、騎士の約束

を語り、彼が勝手に断ったGiadreの鍵を、自分に与えて欲しいと言う。捕らえられた騎士は、

道化師にはお金がふさわしく都市の統治は無理なので、道化師に与えるためにお金を求めたのだ

と説明。Alessandroとその家来達は騎士を釈放してその知恵を称賛した。

　第五話　エジプ5の王は長子を女の子を一度も見せず賢人や老人の中で育てた。王が息子にギ

リシャ人の使節達の謁見を行わせると、悪天候で欄千のそばで待っていた王子が魚の生け蟹の藁

の水車を國して遊んでいる子供達を見た途端、階段を駆け降り子供達に混じって遊び始めた。家

来達が連れ戻すと、III　1は立派に謁見を行った。賢人達が王子の行動の原因を探るが、諸説が出

て混乱する。ある哲学者が王子の育て方を尋ね、年寄りの中で育った王子が子供と遊びたがるの

は当然で、幼い蒔には子供っぼくし、老年で考えるものだと説明した。

　第六話David王は霞分の入民の数を知りたくて数え始めた。神は彼の虚栄心を怒り、天使を

送り、彼に「3年間地獄にいたいか、3ケ月神の敵の手の中にいるか、神の手で裁きを受けるか」

と問う。Davidは「神の御手に委ねます」と答える。神は疫病を送って人民を大幅に滅らす。あ

る日彼は乗馬中、抜き身の剣で人を殺して回っている天使を見て、馬から降りて近付き、「自分

を先に殺して下さい」と頼んだ。この言葉に感心した天使は人民を殺すことを止めた。

　第七話　Salamoneは別の理由で神を怒らせたが、神は天使を派遣して、父Davidの善行に免

じ彼の代は猶予し、その子の代で王国を奪うと予告。Salamoneは賢明に≡E閣を拡大し富裕にし、

何人もの妻を肇ったが男子はROboam　一一人だった。　Salarnoneの死後王位を継承したRoboam

が、まず老人の智者を集め統治の助言を求めると、人民を召集して愛情を表明し寛大に優しく統

治するよう勧告があり、続いて若者たちに助言を求めると、武勇と率直さを罵いて厳しく大胆に

統治せと勧告される。愚かなRObOamは若者達の勧告に従って統治したため、人民は怒り領主

（baroni）が秘密裡に同盟して反乱を起こしRoboamは父の王国の12分の10を失った。

　第八話　ギリシャの霧主Aulixは息子に自曲学芸や道徳を学ばせ、ある日黄金を与え思うよ

うに分配せよと言い、家来達（baroni）には彼の行動を見て報告するよう命じた。王子は撮装、

人物共に立派な人々が往来を通るのを見て、出身と身分を尋ねた。相手はイタリアから来た商人

で財産は親譲りではなく自力で得たものだと答えた。後から来た貴族風の不安そうな男に同じ事

を問うと、元シリア王で人民に迫放されたと答えた。王子は黄金を全部元シリア王に与えさせた。

王が息子に訳を問うと、王子は黄金は贈り物ではなくて代償だと答え、商人は何も教えなかった

が、元王は王子に生まれても愚行によって追放されるという、自分にとって貴重な教訓を与えて
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くれたので、お礼をしただけだと述べた。王と家来達は王子の賢さに感心し、将来賢明な王にな

ると喜んだ。このことは手紙で諸国の君主や領主達の問に伝えられ、賢人たちの大きな議論を呼

び起こした。

　第九話　エジプトのアレッサソドリアに回教徒の食べ物屋の通りがあり、Fabratの店で貧乏

な回教徒が持参したパソに食べ物の湯気を付けて食べるのを見て、その日客がなかったFabrat

は湯気代を払えと轡い、絹手は拒否して争いが生じる。Soldanoが賢老達に論議させると、湯気

代はお金のチャリソという音で支払うべしとの勧告がありSoldanoがそれで了解した。

　第十話　バーリの商人が巡礼に出発する際、無事に帰国できたら「君が望む金額を私に与えよ」

と金貨300ビザソテを預ける。帰国後友人がIOだけ返して290を取ったので争いが生じ、有名な裁

判官rバーりの奴隷」は、「汝の望む290を絹手に与えよ」と命じ友人に10だけ取らせた。

　第十一話　医師Giordanoは弟子と共に病気の王子を診断するが、弟子は先生を出し抜くため

王に王子は死ぬと診断した。先生が王子は直ると診断すると、弟子は王子に毒を飲ませて殺した

ので、Giordanoは面目を失い医師を止めて獣医となった。

　ag十xe話　David王の隊長で元帥のAmiRadabは大群を率いてペリシテ人の都市を包囲攻城

し、もはや落城という時大軍を率いて来るよう王に頼んだ。やって来た王が何故自分を呼んだの

かと問うと、Aminadabは王に功績を譲るためだと答えた。王は都帯を攻略して名誉を得た。

　第十三語　A｝essandro大王の隊長Anti鷺ogoはある日王が楽しみにチェトラを演奏している

のを見て叩き壊して泥の中に投げ込み、ヂあなたの年頃ではチェトラを弾いたりせず、統治に奪

念すべきだ」と言ったので王は恥じた。彼のライヴァル（インドの）Poroヨ三は食事の時にチェ

5ラの演奏家にその弦を切らせて、「美しい音色で美徳（勇気）を無くしてはならない。道を誤

るよりも弦を切った方が良い」と雷ったo

　第十四謡　蓋子が生まれた縛占星術師達が「もし十年太陽を見なければ（霞が見えなくなるだ

ろう）」と勧めて、王子を洞穴の中へ閉じ込める。十年後彼を連れ出して美しい贔物と美しい娘

達を見せ、贔物の・名前を教え娘は悪魔だと教える。一一ts素晴らしい物は粥かと王子に問うと、王

子は悪魔だと答えた。王は驚いてr女の支配力と美とは何と凄いものだ」と雷った。

　第十五話　V譲erio　Massimoの第六巻。　C譲ognoが知事だった時、地人の妻と通じた巻は両

眼をくりぬくべしという命令を出した。間もなく彼の息子が掟を破る。人民が恩情を求めると恩

情も法も大切なので、CalogROは息子から一眼、自分からもう一眼をくりぬかせた。

　第十六話　福者Paolinoは息子を投獄された母親から慈悲を求められて、母親と牢屋へ行っ

て自分が牢屋に入り、獄吏に「母親に患子を引き渡して私を代わりに捕らえなさい」と言った。

　第十七話　大銀行家のPieroは大変慈悲深くて全財産を貧民に分け与えた上に、自分の身体を

売ってそのお金もすべて貧民に分け与えた◎

　第十八話　Carle　MagROは回教徒との交戦中に死ぬが、遺言で家来に露分の馬と武器とを売

りその金を貧民達に与えるよう命じた。家来はそれらを奪う。その家来の前にCarloが現れ、
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「汝が遺言を実行せぬため私は煉獄で罰を受け八代苦しまねばならない筈だったが、神様のお慈

悲で浄められて天国へ行き、汝がその罪を嬢うことになった」と告げると、侮十万人もの人々が

見ている前で、天から雷が降って来て家来とともに深淵に落ちて行った。

　第十九話　世界一の知恵者だと自負するBeltramo　dal　Bomioの溺動で、「若い王」と呼ば

れる王子Arrigoが父董Arrigo二世に反逆。　Bekra鶏oの勧めで王子は父から自分の全財産をも

らい、全部貴族達や貧しい騎士達に分け与えた。道化師が贈り物を求めると、王子はqにただ一

本残った歯を見せ、200マルクでこれを抜くと需って父のところへ行かせ、父がその金を与える

とその歯を抜く。王子はある貴族に200マルクを約束したが、侍従長や蔵奉行がそのお金が実際

より多く見えるように下に綿や毛を入れた絨毯の上にお金を広げて薫子に見せ、残り少ない財源

からこんなにお金を与えると警告すると、王子は「200マルクはもっと多いと思っていたが、立

派な人物にはこれでは少なすぎるので400マルクあげなさい」と答えた。

　第二十話　貧しい騎士が「若き王」の王子を訪ねた聴、杯に盛られた銀を兵1を養うために隠

す。侍従長が銀の不足に気付き騎士達を調べ始めると、王子は銀を預かり外で返して残りも与え

た。貧しい騎士達が王子の部屋に忍び込むと、王子は寝たふりをして品物を取らせたが、掛け布

鰯まで取ろうとしたので「これは窃盗でなくて強盗だ」と眩く。騎士達は驚いて逃走。父王が彼

を叱りヂお前の宝はどこだ」と問うと王子はr私の宝の方が多い」と自慢し宝比べが催される。

王はテントに容器に盛った金銀と立派な道具類を展示。王子は家来を大勢集め、彼が剣を抜くと

家来も剣を抜き宝を手に入れた。王子がヂ汝達の宝を取れ」と雷うと、騎士達は残された王の宝

を取った。父子悶の戦争が起こり、王子がBeltramo等と城に籠ると、投げ槍が額に当たって死

ぬ。死ぬ前多数の金貸しに借金が払われるまで自分の魂を牢屋へ入れると約束、公証人に書類を

作らせた。父王は「かくも優れた魂がお金のため牢屋に置かれることは神の御心に適わぬ」と息

子の借金を支払う。王の許にBeltramoが現れ王が「汝の知恵はどこかjと問うと、「失いまし

た」と答えた。「何時」「王子が亡くなった時」という問答で、王は彼の知恵は王子の幸いのた

めにあったと悟り、彼を許し贈り物を与えた。

　第二十一話　Federigo帝の許には異才が来る。食事前3入の魔術師が訪れ、皇帝が師匠に術

の披露を求めると、忽ち雷と雷の大嵐となり騎士達は部屋に逃げ込む。空はすく精れ魔術師は皇

帝に敵と戦うためSarl　BOnlfazio伯爵の助けを求め、皇帝の命で伯は魔術師と旅立つ。美しい

都市で魔術師達は伯に軍隊と馬と武器を見せる。敵が襲来して戦闘となり、伯は敵を破って国を

救い、さらに三度勝利して領地を獲得。妻を姿り子供達を得て長年統治。息子が40才に達し伯も

老いた頃魔術師達が戻り、皇帝を訪ねようと雷う。伯は「皇帝は何度も代わり人も変わった筈だ。

どこへ帰るのか」というが、魔術師達は「かの地では汝が必要なのだ」と伯を連れ出す。長い旅

路の末伯が宮廷にたどり着くと、出発した時のままで、食事前の手洗い用の水を分けあっている

皇帝達を見出す。皇帝は驚いている伯に体験を語らせて楽しんだ。

　第二十二話　皇帝Federigoがミラノを包囲攻城中、皇帝のタカが逃げてミラノの城内に入る。
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皇帝は取り戻すため使者を送る。ポデスタは会議を開いて対策を協議、返すことに大勢が決まり

かけたころ、老人が反対して返さないことになる。使者達は皇帝にこのことを報告、皇帝は老人

がそんな提案をすることはあり得ないと様子を尋ねた。使者達から老人が様々な色彩の縞模様の

服を着ていたと聞いて、それなら狂人の服装だから納得出来ると雷った。

　第二十ff話　皇帝Federigoは森へ狩りに行き、泉の畔で臼い布の上にワイソ入りのギョリュ

ウの水筒とパソを載せた清潔な怠け者に会い、彼にワイソを一口所望すると、qを付けられては

汚いと厭がられる。皇帝はIiを付けないで飲むからと説得して水筒を取り上げ、馬で逃げた。怠

け者は馬から皇帝だと見抜き宮廷を訪ねる。皇帝は門番に彼を中に通すよう命じておき、現れた

怠け者に何度も経緯を語らせて楽しみ清潔さを誉めて沢山贈り物を与えた。

　第二十四話　皇帝Federigoに｝＊　：人の賢人の顧問messer　Bolgheroとmesser　Maninoがい

た。皇帝は二人に臣下の所有物を法的根拠なしに自分の意志だけで取り上げることが欝能かと尋

ねた。一人は当然可能だと述べ、もう一入は法的根拠なしではそれは許されないとした。皇帝は

前者に赤い帽子と白い馬を与え、後考に法律の起草を命じた。賢人達はどちらが良い贈り物を貰っ

たかを議論し、前者は道化師扱いされたとされ、後者は法律作りに従事した。

　第二十五話　Saladinoはストーヴの熱で咲かぜた薔薇を冬献じた者に200（CC）マルコ与えよ

と命じた。蔵奉行が誤って300（CCC）と書き「どうした」と尋ねられ、「誤りました」とばっを

付けかけたので、saladin◎は「汝のペソが私以上に気前が良くては困る」と400（CCCC）与えた。

彼が戦っていた頃キリスト教徒と休戦、観察してもし気に入ればキリスト教に改宗しようと考え

た。キリスト教徒の食事の仕方を見ると、フランス王が離れた食卓で食べ、大物達が食車で食べ

ている様子に感心した後、貧民が地面で食事しているのを見て、神の友がより卑しく食事してい

ると憤慨した。キリスト教徒が回教徒の様子を見に行くと、彼らは皆地面で不潔に食事していた。

Saladinoはテソトを用意し十字架模様の絨毯を敷いてキリスト教徒を招待。彼らが平気で絨毯

に唾を吐くので、その信仰は口だけだと断じ戦いを再開した。

　第二十六話　フラソス市民の美しい妻が祭りに出かけ、仲間の一人が美しいドレスで注羅を集

めたので憤慨。帰宅した夫人の怒りを見た失が訳を問い、次の儲けでドレスを約束。間もなくあ

る人が10マルクの貸金に利子を2マルク払うと借金を申し込む。市民は地獄に落ちるからと断っ

たため、妻は央が嘘つきだと怒る。夫は高利で儲けて妻にドレスを買う。妻がドレスで修道院へ

行くと、人が彼女の美しさを誉めた時、預言者Mer1至且oが「神の敵がドレスに関与していなけ

れば真に美しい」と答えた。夫入がその言葉の訳を問うと、Merlinoはドレスをめぐる経緯を言

い当てた後悪い儲けによるものだと教えた。夫人は人々のRの前でドレスを脱ぎ、自分を危険か

ら救うためドレスを取ってくれるように頼んだ。

　第二十七譜　ある聖人がアレッサンドリアへ罵事で出掛けたが、別の男がその後からついて来

て聖人の悪籍を言った。聖人は何も讐わないので、一人が聖人の前に立ち「彼に何と答える」と

尋ねた。聖人は「私は自分の気に入ることを聞かないので答えない」と答えた。
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　第二十八話　フラソスには悪事を働いて裁判を受ける人は車に乗せて運ばれるという習慣があ

り、車で運ばれた人とはその後誰もつき合わなかった。女王GiRevraへの恋に狂った騎士

Lancialottoが車に乗って引いて回らせたため、貴族も貴央人も楽しみに車に乗るようになった。

Lancialottoは霞分の物でもない王国で習慣を変えた。イエス・キリストは自分の王国で処刑さ

れて、自分の攻撃者を許し、彼のために父に祈った。

　第二十九話　パリで賢人逮が集まり一人がユピテル天等諸天の上にインピレオ天があり、その

上に神がいると論じた時、狂人が「神の頭の上には何がある」と尋ねた。すると一人がふざけて

「帽子がある」と答えた。狂人が去った後賢人達は「頭の上には何があるのか」と問い直し何も

思い浮かばず、知恵もなしに神とその深遠な事柄を考えることの愚かさを臨覚した。

　第三十話　皇帝Federigoの親友のロソバルディーアの騎士には同族はいたが、栢続人がいな

いので財産を全部使い果して死のうと考え贅沢三昧に暮らす。十年後財産は尽きてもまだ生きて

いた。皇帝の友情を思い出して訪問すると、皇帝は彼を知っているくせに汝は誰かと名を尋ね、

彼が名乗るとその状況を尋ね、彼が事情を語ると皇帝は「即刻立ち去れ。近付くと死瑚に処す。

汝は死後に誰にも財産を残したくないような奴だから」と宣告した。

　第三十一話　messer　AzzolinG（III）　tlこは一人の語り手がいた。ある晩主君から諸しを所望され

たが眠くてたまらず、ある村人のことを語り始めた。村人は100ビザソテ持って市場へ行き、1

ビザソテで2頭買える羊を買う。帰途州の水嵩が増していて、漁師から小船を借りて運ぶが、船

が小さく～度に一頭しか運べない。村人は船を漕ぎ出したがノIRsk広い。　Azzolinoがいらだち

「先に進め」と命じると、語り手は「まず羊を通してから出来事を話しましょう。羊達は一年か

かっても渡れませんから、たっぷり眠れます」と言った。

　第三十xe話　Riccar　lo　Ghercioはリヅラの領主でプmヴァソスーの勇士の誉れが高く、スパ

ニャータという回教徒との一回目の戦いで、先頭で敵の大軍と戦う。馬達が脅えて前進しないの

で、皆に馬の尻を敵に向けて後ろへ進むよう勧め、敵に紛れこんだ途端に左右の敵を討って敵軍

を破った。トゥールーズ伯とプロヴァソス伯の戦いではラバに桑って戦った。伯が「どうしたの

か」と尋ねると、「自分がここへ来たのは狩りをするためでも、逃げるためでもないことを示す

ためです」と答えてその並み外れた勇気を示した。

　第三十三話　プロヴァソスの城代messere　Imberal　del　Balzoはスペイソ風の占いに凝り、

スペイソ出身の占星術師P蹴agoraを抱え、板に12星座の動物を描かせた。ある日家来達と騎行

しつつ描かれた鳥に注意していて、女が歩いて来たのでどんな鳥を見たかと尋ねると、女はヤナ

ギの切り株に止まっているカラスを見たと言う。罷がどちらを向いているかと訪ね、女が尻のほ

うだと箸えると、Imbera1は占いを恐れ今日も明日も馬で行くのを止めると家来に宣言した。女

が考えもせずに答えた風変わりな返事は、プロヴァソスの評判になる。

　第三十四話　messere　G．とmessere　S．という仲の良い騎士がいた。　G．が「S．は良い馬を持っ

ているが、私が頼んだらくれるだろうか」と考えている内に表情が歪む。やがてG．はS．と口を
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利かず、S．を見てもそっぽを向くようになり曝に上る。　S．が心配して「何故Qを利かないのか」

と訪ねると、G．が「ぼくが馬を求めたら君が断ったから」という。　S．は「そんなことは無かっ

たしあり得ない。馬でも人でも君にやる」と答えたのでG，は元に戻り誤りを悟った。

　第三十五話　maestro　Taddeoは医学書の講義でナスを9鶏聞食べ続けると気が狂うと教えた。

ある学生が実験のため9矯間ナスを食べ続けた後で、先生に「あの章は真実ではありません。9

㌶間ナスを食べた私は狂っていません」と瞬んだ後、立ち上がって先生に尻を出した。先生はこ

れはすべてナスのせいだと言い、症例として記録させた。

　第三十六謡残酷な韮Balacはヘブライ入迫害を試みたが、神の愛のため手が出せない。予言

港Barlaamと相談すると、預言者は自分が行ってヘブライ人に現いを掛けた後で攻繋すれば勝て

ると言う。山中で彼のロバが動かなくなり、彼が突いたり叩いたりすると、ロバが口を利き「私

を打つな。火の剣を持った天使が私を通してくれない」と言う。その時彼は天使を見た。天使は

死にたくなければ行ってヘブライ人を祝福せよと命じ、彼はやむなくヘブライ人に祝福を与えた。

帰国後蓋から約束が違うと言われた予雷者は、ヘブライ人が神に嫌われる方策として金銀の偶像

の飾りを付けて着飾った王の女達をヘブライ人に送り、この神を信仰せぬと身を委さないと女達

に言わせてマルスの儒仰を広めるよう勧めた。その結果ヘブライ人は偶像を信じ女達と罪を犯し

たので、苧言者が行って幌いをかけ、董が攻め込んでヘブライ人を征眼した。ヘブライ入は悔い

改め女達を追放し、神と和解して自由を取り戻した。

　第三十七話　ギリシャに二人の王がいて一方は他方よりも有力だったが、合戦すると有力な方

が敗北した。敗れた王が寝室で呆然としていると、神の天使が現れて「どうしたのか」と尋ねた。

王が敵の三倍も兵力があったのに敗れたと言うと、天使は「汝が神の敵だから」と説明。薫が

「では敵は神の味方か」と問うと、天使はドそうではなく神は神の敵によって、神の敵をお討ち

になる。もう一度戦えば汝が勝てる」と勧め、王はもう一度戦って勝利を得た。

　第三十八話　『神の翻』の第六巻（実は第八巻の二）によるととても賢くて占星多持に通じてい

るMelisus（タレス）は、ある小女の家に泊まった際、天体観測のため扉を開けたままにさせて

おいたが、夜中に観測に毘て、雨のため増水していた溝に落ちて助けを求めた。彼を助けた女は、

天に気を取られて足元に不注意な賢人を笑った。

　第三十九話　（フィレソツェ人で渉ルヴ／エート司教の）Aldobrandino　Ctオルヴィエートの

司教座で食事をしている時、ミノーリ派の修道士がとてもおいしそうに玉ねぎを食べているのを

見て、給仕の少年に「胃袋を取り換えたい」と伝えさせた。すると修道士は「胃袋は取り換えて

も司教の地位までは私と取り換えないでしょう」と返事させた。

　第四十話　シチリアの宮廷で食前に手洗いの水が配られた晴、ある騎士が宮廷人Saladino

にrSaladinoよ、手ではなく口を洗え」と言うと、彼は「閣下、今日はまだあなたのことを話

していません」と答えた。食後散歩していた蒔劉の騎士が「自分は一番賢い人に私のノヴェッラ

を話したいのだが、誰だろう」と尋ねた。saladinOは「閣下、誰でもあなたに一番狂っていると
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見える人に話しなさい」と勧めた。狂人には賢人が狂人に見える。知恵は狂気の反対で、賢人に

は狂人が愚行に満ちているように、狂人に狂人と見えれば見える程その人は賢人だ。

　第四十一話　ロマーニャ地方で最も高貴な騎士Messer　Po三〇Tmversaroは暗黙の内に地方の

ほぼ全体を支配。同地方に優雅で愉快な三人の騎士がいて匹敵する四人霞はいないと自負。彼ら

は自分達の宮廷で三人掛けの長椅子を作って腰掛け、隣へ掛けようとする者はいなかった。彼ら

の羅上に当たるPoloもあえてそこには座らなかった。　Poloが自分達を過度に追い回すのを見て、

彼らの宮殿の入り臼を壁でふさいで通り難くしたため、太ったPoloは下着姿で通り抜けねばな

らなかった。そうして中に入ると、それを聞いた三人の騎士達は病人のようにベッドに潜ったま

ま彼を迎えた。食卓で迎えられると思っていたPoloは寝台にいる彼らに迎えられたので、励ま

すと共に気分が悪いのかと尋ねて立ち去った。三人の一人が「これは遊びではありません」と雷っ

た。三人は冬を越すため一人のはね橋のついた小城へ行く。PolOが家来の一翅と訪れると、は

ね橋を上げたままいくら頼んでも中に入れなかった。冬が過ぎ三人が戻っても、Poloは寝てい

て彼らを迎えに行かない。一人が「よその人が来たのに逓えないとは、あなたの礼儀はどうなっ

ているのですか」と言うと、Poloは「許しておくれ。私のために起き上がる橋のためにしか、

私は起き上がらないのだよ」と答え、その晧騎士達は大いに愉快がる。三人の一人が死ぬと残さ

れた二人はもはやロマーニャ中にはそこに座るのにふさわしい人はいないからと長椅子の一部を

切った。

　第四十二話　Raimondo　Berlinghieri伯時代のプロヴァソスの騎士Guglielmo　di　Berghedam

は、プロヴァソスには奥方と一緒に寝させるため自分のために鞍を空けなかった貴族はいないと

自慢し、伯が「私もか」と問うたので、「そうです」と答えて伯に鞍や鐙をつけた馬を用意して

もらい、飛び乗ると「言ったとおりでしょう」と言って逃げ去った。宴会に出席すると、伯妃が

貴婦人達と共にドレスの下に棍棒を隠し持ち、彼に復讐しようと待ち受けた。伯妃が「プmヴァ

ソスの婦人に恥をかかせたので、貴方には死んでもらいます」と言うと、彼は一つだけ願いがあ

ると頼み、女達が許すと「貴女達の中で最も恥知らずな方が一番に私を打って下さい」と言った

ため、奥方達は顔を見合わせ誰も先に手が出せずGuglielmoは難を逃れた。

　第酋十ffaS　ロソバルディーアの高貴な騎士messere　Giacopino　RangoReは食卓に最上級の

赤と白の葡萄酒入りの二杯の水差しを用意。道化師がそれを欲しがりコップを丁寧に洗って、騎

士にr洗いましたよ」と差し出した。騎士は水差しをしっかりと手で掴み、「櫛を使うのはここ

じゃなくて他所でやれ」と命じたので、道化師は葡萄酒を貰い損ねた。

　第四十四話Marco　Lombardoは宮廷人でとても賢い。ある市のクリスマスで多くの贈り物

が与えられた時、Marcoが何も貰えなかったのを見てある道化師が「私は贈り物七欄もらった

よ。私よりもずっと優れて賢い君が何も貰えなかったのは何故だろう」と尋ねた。Marcoは

「鱈は君の分以上に貰ったね。まさにそのために私は私の分を貰えなかったのさ」と答えた。

　第四十五話　messer　LancialottoがSansogna（サクソニア）の騎士と決闘した時、両者は馬
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から降り激しく戦う。休息の間に名前を尋ねられ、彼は名を名乗る。決闘を再開した時相手は

「汝の武勇より名前が私を苦しめる」と言う。騎士は彼の名を聞きその力を恐れ始めたのだ。

　第四十六＄Narcisはとても美しい騎士だった。泉の水に映る自分の影に見とれて恋してし

まい、取ろうとすると壊れるので悲しみの余り身投げして死んだ。季節は春で女達がその遺体を

見付け、憐れんで水から引き上げ立てておくと、その話を聞いた愛の神がそれをアーモンドの木

に変えてやった。だからその木は最も早く実を結んで愛を更新させるのである。

　第四十七話　ある騎士が貴夫人に愛を語った時、慮分が並外れて上品で富裕で美男子だと劇曼

した後、「あなたのご主人はあなたもご存じの通りあんなに醜男です」と述べた。その時部屋の

壁の裏側にいた夫が「自分のことを片付けて、他人のことは邪魔しないでくれ」と言った。不潔

なのはmesser　Lizlo　di　Valbonaでその相手はmesser　Rinieri　da　Calvo｝iだった。

　第四十八話Curradinoの父Currad　oが子供の頃、12人の同じ子供達と一緒に育てられ、彼

が誤りを犯すと先生達は本人ではなく仲問の子供達を罰した。CurradQが「どうして貴方達は

彼らを罰するのですか」と尋ねると、先生はヂそれはあなたが私達の主君で、もし高貴な心を持っ

ておられれば、他入が汝の罪で罰を受けることに苦しみを感じられるはずだから」と答えたので、

Curradoは伸間のために誤りを犯さぬように気を付けた◎

　第四十九話　To｝osaの医師が大司教の姪の貴婦人と結婚。新婦は二か月内に女の子を生んだ。

医師は怒りを示さず、自然学では十分膚り得ると妻を慰めて子供を生ませ、出産後r婦人よ、私

のために実家に帰っておくれ。娘は私が引き取って大事に育てるから」と実家に帰す。大司教は

憤慨して医師を呼び、傲慢と脅しの大言を吐いた。大司教が話し終わると、医師は「私が姪御さ

んと結婚したのは、私の富で家族が養えると思ったからです。私は年に一人の子供を得るつもり

でしたが、彼女は二か月で子供を生みました。これではとても私が家族を養うことは壌来ません。

親戚のお方が貧乏では貌下にも不名誉です。私よりも裕福な方のところへ嫁にやって下さい」と

答えた。

　第五ナ話　法学者でmaestro　AccOrsoの子のmaestro　Francescoは長く英国で働いた後ボロー

ニャに帰国、コムーネの役所に出頭して申し立てた。「ある家族の父が貧乏のために故郷を離れ

て遠い地方に出掛け、故郷の人々を見て子供達のことを尋ね、子供達が稼いで金持ちになってい

るという返事を聞いた。父親が帰圏すると、息子は金持ちになっていたので、父であり主人であ

る自分に財産を渡すよう命じた。子供達は霞分達が稼いだものだから父親には権利はないと拒否。

裁判の結果父親は子供の持ち物の主人だからという理由で、子供達は稼いだ物を父に引き渡さね

ばならなかった。同様に私はボローニャのコムーネに対して患子つまり私の弟子達が持ち物を私

の支配下に引き渡すよう命じることを要求する。弟子達は大家になり私が去った後大いに儲けた。

コムーネは主人であり父である私が戻って来た以上、家長を論じた法が命じている通りに弟子達

の財産を私に引き渡せて欲しい」。

　第五十一話　キプロスでグァスコーニュ女が我慢出来ない辱めを受け、キプPス王を訪ね無数
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の侮辱を受けても平気な王に、どうすれば自分が一つの侮辱を附えることが出来るかを教えてほ

しいと頼んだので、王は恥を悟り侮辱に復讐し始め、悪人に容赦しなくなった。

　第五十二話　アクリの王Giovanniのころ、不正を受けた者が裁きを求めて鳴らす鐘があった。

王は賢人達の会議で道理が実現されるようこの創度を設けた。雨のため鐘の綱が擦り切れセンニ

ソソウの葉が縛り付けられていた。アクリの騎士が年老いて役立たずになった馬に解をやらず野

放しにしていると、空腹の馬が鐘の綱のセソニソソウにかみ付き引っ張ったため、判事達が集り

馬が請願したと見なし、馬が若い時乗った騎士は罵が老いた後も餌を与えよという判決を下し、

王が違反時には厳罰に処すとの罰測付きで騎士に実行を命じた。

　第五十三話　皇帝はある領主に障害者の障審一一つにつき1ダナイオの通行税を取り立てる権利

を与えた。通行税取り立ての役人が門を見張っていると、片足のない男が現れたので1ダナイオ

を求めると梢手が抵抗、もみあいとなり手のない腕を出したので税は2ダナイオに増え、なお抵

抗を続ける内に帽子が落ちて片目だと分かり税は1ダナイオ増え、役人が相手の頭を触ると済癬

がばれて、すぐ払えば1ダナイオで済むところを4倍払わせられた。

　第五十㈱話　MaRg重adore司教の頃教区主任司祭PorcellinGが女性問題で告発され司教の調

べで有罪と判り、司教舘に留置され解任の判決が下る前H、好意的な召使い達から名案を授けら

れた。夜彼が司教のベッドの下に潜んでいると、司教が女友達を連れ込む。司教が触ろうとする

と、彼女は司教が約束ばかりで全然守らないと怒る。女があくまで手中にお金を欲しがるので、

司教がお金を取りに行くと、司祭がベッドの下から現れて「司教様、こうして女達が私を虜にし

ました。誰がこうしないでいられますか」と言ったため、司教は恥じて司祭を許した。だが他の

聖職者の前では大いに司祭を脅した。

　第五十五話　宮廷入Marco　Lombardoはその職業で最も賢い人とされていた。生まれが良く

優雅だが隣人の批判者として知られ、教会の前庭でお金の施しは受けるが晶物の施しは受けない

Paolinoが、うまく答えられまいと考え「マルコよ、汝はイタリアー賢い人なのに何故貧乏のま

までいるのか。どうして金持ちになるよう配慮して、人に求める必要がないようにしないのか」

と尋ねた。Marcoはあたりを見回して、「あたりには見ている人も聞いている人もいないから

聞くが、君はどんな具合いにやったのか」と尋ねる。Paolinoが「私は貧乏人らしくやってきた

よ」と答えると、Marcoはドではお互い秘密は内聞にしておこう」と言った。

　第五十六話　マルカの人がボローニャに留掌、資金切れで泣いているのを冤た人が訳を聞き、

最初の訴訟で儲けた1000リラを払うという条件で学費を出してやる。学生は卒業後帰郷。出資春

は学費を取り戻すためついて来る。元学生は返済いやさに弁護士にならず、各々お金と知恵を損

した。出資者は2000リラの損害賠償を求める訴訟を起こし、「もし書が勝てば約束の金を、負け

れば損害賠償を払え」と言ったので、相手は約束の金を払ってこの訴訟を避けた。

　第五十七話　ボm－＝一ヤのmadonna　Agnesinaが女達の楽しみの集りの主宰をしていた時、

新婚早々の花嫁がいたので、初夜の様子を話させようと望む。まず最も恥知らずな女性から尋ね
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始め、彼女が「私はそれを両手で取った」と言うと、他の女達も破廉恥な仕方で語る。続いて花

嫁に「あんたはどうしたの」と尋ねると、花嫁は恥ずかしそうに1を伏せて「私はそれを二本の

指でつまみました」と語る。Agneseは「ああ、まさにそうだったわね」と答えた。

　第五十八詣　ジェノヴァで宮廷騎士messere　Beriuoleが小姓と喧嘩。小姓は彼の目の近くに

イチジク（人差し指と中指の間に親指を挟んで侮辱する仕草）を作り、下晶な言葉を吐き散らす。

messer　Brancadoriaがこれを見て憤慨、彼の所へ行き仕返しを勧めた。　Beriuol◎は「私はLま

せんよ。樵手が葛園やっても、一度だってやるもんですか」と答えた。

　第五十九話　皇帝Federigoは過ちを犯した大貴族を縛り首にして見せしめのために酪し、偉

大な騎士にもし失敗したら縛り首にするという条件で死体を監視させた。騎士は濾断していて死

体が盗まれ、代わりに吊す親しい死体を修道院へ探しに行く。死んだばかりの夫の墓の前で髪を

掻きむしって泣き叫ぶ女を見て訳を尋ねると、女は夫が死んだので死にたいと雪う。騎士はいく

ら泣いても夫は生き返って来ないのだから、自分を央にして死体をなくして困っている自分を救っ

て欲しいと頼む。それを聞いた女は忽ち騎士に惚れこみ「墓から死体を引っ張り出して、縛り酋

にしましょう」と騎士に勧め、騎士が死体を引き出して縛り首にするのを手伝う。騎士が「前の

死体には歯が一本欠けていた。皇帝にばれたらどうしよう」と心配すると、女は夫の死体の歯を

たたき砕き、他に何かあれば言うよう勧めた。騎士は「女よ、あんなに愛していた炎でもこんな

目に会うのなら、おれなんかどんな自に遭うか知れたものじゃないね」と彼女から逃げ出し自分

の用事のために去り、女は恥を掻いた。

　第六十話　シチリアとエルサレムのEE　Carlo　d’Angi6がただのA登g呈6伯だった頃（T）et肩＄

妃を恋したが、伯妃はUniversa伯を愛した。王（ルイ九世）は違反者の心臓を奪うという条件

で馬上槍試合を厳禁したが、Universa伯との試合を望む王子は騎士messere　Alardo　di

Vallieriに、聖職者になりたいと王に申し出て許しを得、その記念に馬上槍試合大会を催す許可

を王から得て轍しいと依頼。王はAlardoの願いを許し、　Carloが王妃やTetiイ鯨己らの見守る中

でU揺versa伯と闘うが、途中でUniversa伯の馬が倒れTe倒鯨己らが駆け寄って伯を抱き起こ

す。王子は自分の馬が倒れれば抱き起こして貰えたのにと口儲しがる。その後玉子は王妃に顧ん

でAlardoの騎士復帰のための執り成しを求め、王妃は董と喧嘩して仲直りの時、蓋に何でも願

いを聞いてやると約束させた後、Alardoの件で王の許しを得た。

　第六十一話　Socrateはローマ貴族で哲学者。ギリシャ人は大使節照を湿一マに送リローマ人

が課した税金を理論で免れようとした。Soldanoから必要に応じ理性もお金も使えと命じられて

いた彼らは、ローマに着くと議会の前で要求を述べた。議会は使節騒への返事を全てSocra艶に

任せると答えた。使節団はローマから遠く離れた粗末な哲人の家に鋼着、貧相な彼に会う。仲間

隅士で絹談すると貧しそうな哲人は安価に買収出来そうだったので、矯件を語った後ギリシャ人

の震主は大金持ちだから大金を出せると哲人の説得に掛かる。哲人はまず昼食に誘い質素な食事

を供した後、使節団に「一と二とではどっちが良い」と尋ねた。使節団が「二」と答えると、彼
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は「では行ってローマ人に服従しなさい。XX・一マのコムーネがギリシャ人を獲得するならば、彼

等は人間と財産を獲得するだろう。私が黄金を貰うならローマ人は意図を達成出来ない」と答え

たので、使節団は恥じて辞宏しローマ人の命に服した。

　第六十二話　ブルゴーニュのArimini　mo飛eに大領主messer　Rubertoがいて、その妃と侍

女には身体が巨大で馬鹿な門番Baliga滋eがいたが、侍女の一人が門番と寝ると侍女達が次々と

寝て、一物が大きいと聞いた偵妃まで寝た。それを悟った領主は門番を殺させて心臓のパイを奥

方と侍女達に送る。食後彼が女達に味はどうだったと聞くと、皆が口を揃えて「おいしかった」

と答えた。領主は「BaligaRteは生きていた時お前達に気に入られていたから、死後も気に入ら

れるのは不思議じゃない」と言ったので、女達は恥じて現世の名誉を失ったことを梧る。女達が

修道尼となって修道院を作ると、Rimino　monteの尼僧院と呼ばれて繁栄。立派な衣装や武器

を着けた貴族が通ると院長以下全員が出迎えて泊めてやり、彼の気に入った相手が食事とベッド

と共にし、朝男にナプキソと水を出し男が洗面を済ますと針と絹糸を渡し、ボタソをはめようと

した時針に糸を通させた。男が三度試みて失敗すると持物を没収してしまい、通せた時には持物

を返した上に立派な宝石を与えた。

　第六十三話　善王Meliadusと恐れなき騎士は生涯の敵だった。恐れなき騎±が遍歴の騎士と

して放浪中、彼を愛する従者達が主人と知らずに彼と会い、善王と恐れなき騎士のどちらが優れ

た騎士かと尋ねる。恐れなき騎士が生涯の敵善王こそ最高の騎士だと答えたので、従者達は恐れ

なき騎士に不意打ちを加えて捕え、駿馬を駄馬に乗り換えさせて縛り首にするため連れて行くと、

途中で馬上槍試合に赴く善王らの一行と会う。事憐を問われた従者達は、当然死に値する過ちを

犯した罪人なので直接尋ねるが良いと答える。善王が尋ねると恐れなき騎士は真実を語っただけ

だと言い、その真実とは生涯の敵Meliadus王こそ最高の騎士だということだと言う。王は従者

達をやっつけて彼を助け立派な軍馬を与えるが、紋章を覆い隠し宿に着くまで開かないように命

じて別れる。夕方王も従者達も騎士も同じ宿に着く。騎士が覆いを除くとagllEの紋章を見つけて

救助と贈り物は生涯の敵の仕業だったと憎る。

　第六十閥話　プmヴァソスのPo　di　Nostra　Donnaの宮廷ではRa童斑onδo伯爵の息子が騎士

になった晴、全ての良き人々を招いた。人が来過ぎて財産や銀が不足し、地元の騎士に衣服を脱

がせて宮廷の騎士に与えねばならなかった。同意する者も拒否する巻もいた。宴会の庸で棒の先

に羽毛生え替わり期のハイタカを止まらせ、勇気と財力に霞信のある者がそれを拳に止め、その

年の宮廷を主催することが決まる。騎士や小姓が歌い演奏し冗談を言い、四人の賞賛役や、上達

著しい者にそれを伝える役が定められた。武勇と善良さに特に優れた騎士messer　Alamanno

　（仮称）がプmヴァンスの美しい央人monna　Gr圭g三aに恋したが、ひそかに恋していて誰も彼

に白状さぜることが出来なかった。Poの小姓達は彼に白状させようと計醤し、騎士達に頼んで

次回のトーナメソト大会の時騎士達が各自自慢することに決め、勇士Alam繊noにも参加させ

白状させようと計画した。トーナメソFが始まり熱が高まった後、夕方皆が休んでいる時、各自
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が城、オオタカ、蟹険等を自慢すると、Alamannoは思わず恋人を霞慢。次に会った時彼女に

愛想をつかされ相手にされなくなる。騎士は悲しんで森に籠り隠者となる。人々は最高の騎士を

失ったことを悲しむ。PGの小姓達が狩に行き森で道に迷い隠者に会う。隠者からPOの出来事を

問われた小姓達は、優れた騎士を失ったことを借しみ、間もなく開かれる5一ナメソトに騎士の

参加を期待していると謡す。騎士は友人に手紙を書き馬と武器の用意を頼む。騎士が友の馬と武

器を借りて登場すると、人々は喜び扇を叩いて歓迎し彼に恋の歌を求めた。騎士は恋人と仲直り

しない限り歌わないと断る。騎士達は貴夫人の所へ行き彼を許してやるよう求めた。女は「百人

の領主と百人の騎士と百人の貴夫人と百人の乙女らに一斉に私の慈悲を求める叫び声を上げさせ

ない限り許しません」と答えた。騎士は間近V・　Candel｝ara（マリアに蝋燭を捧げる祭り）に期

待し、その早朝説教壇に上りカソツォネッタ（作品中に引用されている、省略）を歌うと、教会

にいたすべての人々が歌に感動して貴央人の許しを求めたので夫人は許し、以前通りの関係に戻っ

た。

　第六十五話　messer　Trlstano　di　CornovagliaはMarco王の王妃Iso£ta　la　Bio亘daに恋し

た。王妃に会う時は王の庭の泉から出る小揖の水を濁らせる。小廻は宮殿の中を流れていて、王

妃は水が濁るとTrisね無oに会いに行く。庭師が気付き王に知らせたので、王はあるヨ狩りを催

し一人騎士達から離れ泉の上の松の木に上る。Tristanoが来て水を濁らせると、現れた王妃は

松の影が普段より濃いのに気付き、TIゴsta且oが遍歴の旅で彼女の名前を触れ園り被の伯父で露

分の炎Marco王と彼女に恥を掻かせたと叱る。騎士は王妃の叱貴を意外とし嫉妬したComovaglia

の騎士達の中傷だと弁明、二人に恥をかかせていないと誓い、王妃の命なら他所へ赴くが、死ぬ

までには臣人Amoroldoを倒した時のように自分が必要になると言う。木の上で対話を聞いた

王は喜ぶ。翌朝Thstanoに使いをやり、無断で出発すれぱ心臓をえぐると伝えさせTristanoは

出発を止めた。二人は賢明な配慮で恋の現場を捕らえられずに済んだ。

　第六十六話　賢い哲学者D呈ogenoが水たまりで身体を濡らし崖の下で日なたぼっこをしてい

ると、騎兵の大軍を率いた大王Alessandroが通り掛かり、「惨めな生活を送る人よ、言え、何

でも望みのものを与えてやる」と言うと哲人はザ頼む、fiがあたるようどけてくれ」と答えた。

　第六十七話　有力で賢明で好戦的なのでAlessa如roに対する防衛で頼りにされたローマ入の

Papirioは、子供の頃父に元老院に連れて行かれた。母が会議の内容を知りたがり尋ねたので、

彼は領土の反乱を鎮圧する必要上人口を増やすため、一夫二妻制か一妻二夫綱かが審議され、前

者に決まったと語る。秘密を守ると約束しておきながら、母が別の女に漏らし、それが伝わって

m一マ中に広がり、元老院に女達は抗議に押しかけた。元老院は訳を聞き丁重に引き取らせ、

Papirioの賢さを誉め、以後父が子供を会議に連れて来ることを禁止した。

　第六十八話　若者がAhistotileを訪ね「いやなことを見ました。以前偉大だった老人が不潔な

愚行を演じていたのです。こんなことなら若死にした方がましです。どうすればよろしいか」と

問う。哲学春ド老化が自然の良き体熱を弱めることは否定しない。若い時に良きものを罵い悪し
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きものを避けるのに務め、老後は習慣のカで溝潔に生きる他はない」と教えた。

　第六十九話　厳正な皇帝Traianoが大軍を率いて合戦に赴く途中、寡婦が呼び止め、息子が

不正な仕方で殺されたと訴えた。皇帝が「帰国後満足させてあげる」と雷うと寡婦は皇帝が戻ら

ない場合を心配し、皇帝が「私の後任老が正しくしてくれる」と言うと寡婦は後妊者が不正だと

認めないかもしれないと言う。皇帝は馬から降り不正な殺害の貴任春を処躍した後戦争に赴き敵

を破った。その死後法王Gregorioは彼の正義を認め、墓を掘り返すと骨と舌だけが残っていて、

彼が正しい人で正しく語ったことを示していた。法王が神に祈ると奇跡が起こり、彼は異教徒だ

がその魂は地獄から解放されて永遠の生命に赴いた。

　第七牽話Erculesは誰よりも強い人だったが、妻が彼に多くの労苦を課した。森へ行くとそ

こでライオソや熊など多くの野獣を見た。それらを全て殺し衣類が破れたのでライオソの皮をか

ぶって帰宅した。妻が「よく戻って来ました。何か新しいことは」とたずねた。Erculeは「私

は森から戻って来たが、お前以外の獣はすべて私が負かした。ところがお前は私を服従させた。

お前は全ての獣に勝った者を負かし、私が出会った内で一番強い者だ」と言った。

　第七十一話　（謄めについて』）でSenecaは息子を亡くした母親に言った。「あんたが普

通の女なら何も言わない。男の知性の持主なら言うが、ローマに二人の母親がいて二人とも息子

を亡くして悲しんでいたが、一人は慰めを受け入れたのに、もう一人は家の片隅にこもり全ての

慰めを拒否して泣いていた。どちらの女の方が優るかと問われれば、慰められた方だと答える。

泣く訳を問われて息子の善良さを尊敬しているためだと書うなら、息子のためではなく自分のた

めに泣いているのだと言いたい。密分のために泣くのは見苦しいことだ。もし常に愛していたか

ら泣いているというのなら、嘘だと言いたい。何故なら死んでからは生きていた時程愛していな

いし、息子が生きていた頃彼が死ななければならないことを知りながら何故泣かなかったのか。

だから泣くのを止めなさい。死ぬのは自然で必然なのだから」。Se准ecaはNeroneの先生で子供

の頃NerGneを誤口いた。皇帝になったNerQneはそれを思い出して、彼を捕えさせ死刑を宣告、

特鋼な好意として彼に死に方の選択を許した。Seaecaは温水の中で静脈を切ることを望んだ。

彼の妻が彼が罪無くして殺されることを嘆くと、「罪あって死ぬよりはましだ。それだと誤って

私を殺した人に口実を与えてしまう」と答えた。

　第七十二話　m一マの大物で哲学者のCatoが獄中で貧困に瑞ぎつつ、運命に「何故汝は私か

らこんなに奪うのか」と尋ね、運命に代わって「息子よ、私はお前を何と大事に育てたことか。

欲しい物は何でも与えローマの支配権さえ与えてやった。建物、黄金、馬、衣類等全て与えたの

に今私がお前から去ったとしても、何故それ程嘆くのか」と自分に答えた。Catoが「嘆きます

とも」と答えた時、今度は運命が「息子よお前の側にはいられない。私がお前から何かを奪った

などと嘆いてはならない。何故ならお前が失った物は本来お前のものではなかった。失うような

物は欝分の物ではなく、自分の物ではない以上お前の物ではないのだよ」と述べたQ

　第七十三話　Soldanoはお金の必要が生じたので、領内に住む窟裕なユダヤ人からお金を取り
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上げようと考え、使いをやって彼を呼び何が最も優れた信仰かと尋ねた。Soldanoの魂胆を見抜

いたユダヤ人はこの世で最も優れた宝石の指輪を持った父親が、金銀細工師に命じそっくりな指

輪を二つ作らせ、三人を一人ずつ呼び秘かにそれを与えたので、息子達は自分の指輪こそ本物だ

と信じているが、父親以外はどれが本物か分からないという逸話を語り、どの信仰が最高かは神

以外の者には分からないと答えた。Sold餓oは納得して彼を帰した。

　第七十四話　ある領主がイチヂクが実り始めた季節に忠実な領民の土地を通り、木のてっぺん

のイチヂクを所望。領民は領主がイチヂクを望んでいると考え、季節が過ぎブタの餌に使われ始

めたイチヂクを沢山領主に献上した。領主は侮辱されたと思い、家来達に領民を縛らぜ、顔毯が

けてイチヂクを投げさせる。イチヂクが目のそばに当たった時領民は神に感謝。不審に思った家

来が主人にそれを語る。領主が訳を尋ねると、領民はもし桃を献上していたら盲になっていたか

らだと答えた。領主は彼を釈放し珍しい言葉を愛でて贈り物を与えた。

　第七十五話　神と吟遊詩人が同行した時、ある晩結婚式と葬式が岡縛にあり、吟遊詩人は結婚

式に行き、葬式に行った神は100ビザンテもらう。吟遊詩人はその金で子ヤギを買って焼き神に

無断で腎臓を食べた。神が「腎臓は」と尋ねると、吟遊詩人は「この辺のヤギには腎臓がない」

と嘘をつく。再び結婚式と葬式が岡時にあり、吟遊詩人が金持の葬式に行くと言うので、神は死

人を蘇生させる術を教えた。吟遊詩人が教えられた通りにしたが大領主の恵子は蘇生せず、父親

は怒って彼を縛り首にせよと命じた。神が現れ憾れるな、私が生き返らぜてやる。腎臓はだれ

が食べた」と吟遊詩人に尋ねる。彼は「この世にかけて私は食べていない」と筈えた。神は艘に

真実を雷わせられなくて残念だったが、約束通り死巻を蘇生させ吟遊詩人を救う◎家に戻リゼお

前は儒常出来ないから劉れよう」と提案。吟遊詩人は仕方なくFお金を分けよう」と誉うe神は

持ち金を三つに分け、網手が訳を問うとドこれは腎臓を食べた奴の分で、残りが我々二人の分」

と説明。吟遊詩人は「そう言うのなら、確かに私が腎臓を食べた」と白状。人は生死に係わる場

合でも雷わないことを、金のために喋べることが証明された。

　第七十六話　英國王Riccardoは領主や伯や騎士達と馬なしで海路Soldanoの領地に渡り回教

徒を多数殺し、乳母が泣き止まない子供に「Riccardoが来た」と脅す程になる。　SOIdanoが

｝何人のキリスト教徒でこの殺鐵をしたか」と問うと、ヂRiccardOとその家来だけです」とい

う返事があった。Soldanoは「そんな高貴な人物が徒歩で行くことを神が望まれようか」と欝っ

てR茎ccardoに馬を送る。使いが馬を王に届けると、賢い蓋は家来の少年に試しに乗らせた。躾1

けられていた馬は少年が糊止できない内に走り出してSoldanoの大テソトの前に直行した。

SoldanoはRiccardOを待っていたが、計面は失敗した。敵の友好的な態度は信常鵬来ない。

　第七十七話　宮廷騎士messer　Rinieri　da　Monte　Neroはサルデーニャのdonno　d’Alborea

の許に滞在、サルデーニャ女に恋して関係したため女の夫がdo丑noに訴えた。彼を愛していた

do鷺noは、騎士を呼び大いに脅す。騎士はdo滋noに女の所へ使いをやってその行為が愛以外の

ためだったか否か尋ねて欲しいと言う。この言葉で領主は怒b違反すれば殺すという条件で追放
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した。騎士はピサのdonnoの執事長あての紹介状をもらい、ピサで事情を語り手紙を渡す。執

事長は小バソド付きリソネル製ストッキソグを与えたが、底が抜けていたので満座の騎士達の笑

いを招く。R面er1は平然と馬と子供の従者を連れて乗船しサルデーニャに戻る。　donn◎は家来

達と共に歩いていてやせ馬に乗った大柄で足の長いRinieriが来るのを見て立腹し、ドサルデー

ニャにいたのか」と怒鳴る。「確かに去りましたがこの底を戴くために戻って来ました」と答え

て裸の足を示したのでdonnoは大笑いして彼を許し、自分が履いていたものを与え、「お前の

方がうわ手じゃ」と需う。騎士は「閣下、光栄に存じます」と答えた。

　第七十八話　ある哲学者は領主や他の人々のために学問を俗語に翻訳するのに親切だったが、

ある晩学問の女神達が美しい女の姿で女郎屋に落ちている幻を見た。彼は驚き「これは何だ。貴

女達は学問の女神でしょう」と尋ねる。「そうよ」、「何故こんな所に」と尋ねると、ドお前が

私達をここに落としたのよ」と雷う。哲学者は目を覚まし、学問の翻訳は有難味を減らすことに

気付き大いに後悔。汝らはすべてが万人に許されているわけではないことを知れ。

　第七十九話　領主の許に吟遊詩人がいたが、彼は領主を崇拝して神と呼んだので、別の吟遊詩

人が「神は一つだ」と罵り、前者が主君の威光をかさに着て相手を殴る。殴られた男は主君に訴

えたが、主君が彼を潮弄したので憤概して貧民の仲間に加わる。主霧は殴った方にも叱貴を加え、

追放の刑に処さねばならなかった。この宮廷には鱈り物を与えるときに暇を出す慣例があり、領

主はパイの中に金貨を沢山入れて吟遊詩人に与えた。詩人はパイを見て落胆しY誰か客にやろう」

と考え、宿屋で殴った根手が落ちぶれているのを見付け憐れんでパイを与える。彼が主君の許に

暇こいの挨拶に行くと、主君はパイはどうしたのかと尋ねる。殴った相手に与えたと答えると、

主君はr不運と共に立ち去れ。お前の神よりも彼の神のほうが優れているから」と言って、パイ

の中身の事を告げた。吟遊詩人はがっかりしてパイを与えた相手を探しに行く外はなかった。だ

が探し当てたという事実は定かでない。

　第八十話　フィレソツェのmesser　Mig｝iore　AbatiはシチリアのCarlo　d’Angi6王の許へ彼

の家を壊さないで欲しいと陳情するために赴く。彼は礼儀正しく、歌も上手でプロヴァソス語に

も通じていた。シチリアの騎士達は彼のために盛大な宴会を照意し、食事が終わると親しげに宝

石や部屋を見せる。ある部屋には鋳造された銅の玉があり、その中でアロエと竜ぜん香とを焚い

て室内を香りで満たす。Mi麟oreが「これはどんな効果があるのか」と問うと、一人が「部屋

と婦人に芳香をあたえる」と言う。そこでMiglioreは「駄鷺だ。これは4快くない」と評価した

ので、皆が取り巻いて訳を尋ねた。彼は「あらゆるものは本性を失うと駄目になる」と言う。

「何故」と問われ、彼は「アロエと竜ぜん香の香りは女達の自然の良い香りを台なしにしてしま

う。だから女達は古くなったカマスのような匂いしかしないので、何の価値もなくなる」と述べ

たので、騎士達は皆大喜びしmesser　Miglioreの誉葉を大いに楽しんだ。

　第八十一話TalamoneやAg繊e識o塩等ギリシャ人がトmイアを破壊しPriam◎の娘工nsiona

を連れ去った後、トロイアを再建したPgam◎の息子達が集まって相談した際、　Par三giはギリシャ
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人に使者を送って賠償と妹Insionaの返還を求めようと提案。武勇が全世界に轟いている善き

Ettoreは、ギジシャ人の方が有力で武勇も財宝も知恵も優れているから止めるべきだと反対し

たが、皆の賛成は得られなかった。戦争が始まるとEttoreは最も勇敢に戦いその手で2000人の

ギリシャ人を殺してトロイア人を守った。彼が殺されるとトmイア人は全ての防御を失った。勇

ましい戦争の推進者達は勇敢さを欠きF’　iコシャ人がトmイア人を滅ぼした。

　第八十二話　大物封臣の娘がLancia1otto　del　Lacを恋したが、彼は王妃Ginevraを愛して

見向きもしない。娘は恋のため死に、臨終の床で自分の遺体を赤い絹のセマイト織張りの小船に

乗せ絹のカバーと宝石で飾った豪華なベッドに寝かせ、最高の服を着せて黄金と宝石の冠をかぶ

らぜ、豪華な帯を締めハソドバッグを持たせて海に流して欲しいと望み、バッグに手紙を入れた。

娘の遺志は適えられ、遺体を乗せた帆のない船はCammalotの海岸に流れ着きA伽薫の宮廷で

騒ぎとなる。釜は船が乗り手なしに漂着したことに驚き乗船して娘の遺体を発見、バッグの中の

手紙を読ませると、「円卓の全ての騎士に挨拶を送ります。私はその愛を求めて慈悲を得ること

が出来ず、この世で最も優れ最も非情な騎1　messer　Lancialotto　di　Lacのために菟にました。

かくて私はよく愛したために死にました」と記されていた。

　第八十三話Cristoが弟子達と荒れた所を歩いていると、・純金の板金が光っているのを発見。

弟子達はキリスFが通り過ぎたので不思議がり、多くの必要が満たせるから取って行こうと提案。

キリストは「我々の国から魂の最大の部分を奪うものをお前達は望むのか。それが真実であるこ

とは帰路に実例を見るだろう」と述べる。間もなく二人の親友が黄金を見付tt－一’人が近くの村ヘ

ラバを連れに行き一人が番をした。戻って来た方が掘手に二つのパンをすすめると、相手は先に

黄金をラバの背に積もうと提案、ラバをつなぐため背を向けた時短剣で刺し殺す。その後パソを

取り一つは自分がもう一つをラバに与えた。パソをこは毒が入っていたため人もラバもその揚で死

ぬ。キリストは帰途弟子達にその実例を示した。

　第八十四話　messere　Azzolino　Romanoは施しを行うと布告を畠し、領内外の貧民に草原で

新しい衣類と食糧を与えるという曝を流す。樽が伝わり当B多数の貧民が集まると、執事達が貧

民を裸にして新しい衣類と着替えさせ食物を与える。貧民達が着ていたぼろの出に火を点けると、

後に費用を上回る大量の金銀が残され全部没収された。領民の村人がサクラソボを盗んだと他の

男を訴える。被告は桜の木はイバラの刺で守られている、盗むことが可能かどうか使いをやって

調べてほしいと言う。事実イバラの剃で竪固に守られていたので、彼の統治よりも刺を顧りにし

たという理由で原告に罰金を課し被告を釈放した。最高のクルミの袋を持つ老婆が彼の圧政を恐

れ、身なりを整え彼と騎士達のそばを通った時「殿様、長生きして下され」と瞬ぶ。かえって彼

は怪しみ「何故そんなことを言ったか」と尋ねた。女はヂ私達がゆっくり休怠できますから」と

答えた。笑った彼は膝まで届くきれいなスカートをはかせバソドを付けさせ、クルミを全部室内

をこばらまき一つずつ袋にいれさぜた後沢山褒美を与えた。ロソバルディーアやマルケでは、鍋の

ことを01aという。鍋屋が悪事で訴えられた時、彼が同座して「何春かjと尋ね、「鍋屋
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（01aro）です」と讐う返事を彼は（1adro・＝泥棒と）聞き間違え「縛り首にせよ」と命じ・fc。

r閣下、鍋屋だと雷っているのです」、「だから縛り首だ」、ヂ何故鍋屋を」、「だから縛り首に

せよ」と問答が繰り返され、ようやく理解した裁判官が彼に誤解を説明したが、N度宣告されて

いたため変更できず鍋屋は縛り着にされた。彼がいかに恐れられたかを知る人は多い。皇帝が家

来を連れて騎馬行進中皇帝と彼のどちらが立派な剣を持っているか賭けがなされ、まず皇帝が金

と宝石で飾られた剣を披露、彼は立派だが自分のはもっと立派だと剣を抜くと居合わせた600の

騎士達全員が剣を抜いた。皇帝は彼の剣が最も立派だと認めた。彼はCascianoの合戦で捕虜と

なり、縛られていた柱で頭を強打して自殺した。

　第八十五話　ジェノヴァで大飢謹が発生し浮浪者が増える。市当局は何隻かのガレー船と船頭

を金で雇い、貧罠はすべて海岸でコムーネのパソをもらえと布告した。困窮巻でない者までそう

装ったため莫大な群衆が集合したが、役人は「区別出来ないので、欝民はこの船、外国人はその

船、女子供はあちらの船に乗れ」と分乗させ、全員が乗った時サルデーニャに向けて船出させそ

こで彼らを放置した。そこは食糧が豊富でジェノヴァの飢饅はこうして終わる。

　第八十六話　巨根の持主が若くない娼婦に会う。女は名門で富裕だが勢多数と交わる。男が寝

室で女に持物を見せると、女は喜んで笑う。男が「どう思う」と問うと、女は「（以下中断）」

　第八十七話　ある人が神父の所へ告解に行き、話のついでに「私には兄嫁がおりまして、兄は

遠くへ行っております。私が帰宅すると兄嫁は私のひざの上に座ります。私はどうすべきでしょ

う」と尋ねた。神父は「彼女は私にそうすべきです。立派にお礼してあげます」と讐った。

　第八十八話　マソトヴァのmesser　Castel｝ano［da　Cafferi］がフィレソツェのポデスタの頃、

messer　Pepo　Alamanniとmesser　Cante　Caponsacchiが争う。ポデスタは二人を追放。後者は

友人なので故郷に追放し葭宅に招いて歓待。messer　Canteはポデスタ夫人と寝ることで返礼。

　第八十九話　フィレソツェ人の邸宅で騎士達が食事していた晴、宮廷人がノヴェッラを話し始

めるが、仲々終わらないので給仕の若者が1”’あんたにこの話を教えた人は金部教えなかったので

しょう」と雷う。糧手が「どうして」と聞くと、「終わりを教えなかったから」と答えた。

　第九十話　皇帝Feder圭gOには一つの都市以上に大事にしていた鷹がいたが、鷹狩に行き鶴を

取るために放つと、空高く飛び下に若い鷲を見付けこれを襲って殺す。皇帝は鶴だと思って走り

寄り、鷲の死体を見付けて激怒、死刑執行人に命じて主君斌逆の罪で鷹を斬首させた。

　第九十一話　ある人が修道士に告解に行き、大勢である家に盗みに行ったことと金庫の中で金

貨100フォオリーノを見付けるつもりが空だったと語り、自分は罪を犯していないと雪う。修道

士が「罪を犯している」といったので、男が怒り「どうしたら良L・　」と問い返す。修道士は「お

金を返さないと免罪できない」と誉う。男が「返したいが誰に返したら良いか分からない」と雷

うと、「私に持って来れば、神様に返してあげる」と勧め、男は約束して立ち去る。修道士が満

足していると、翌朝男が来てチョウザメが送られて来たので修道士にもおすそ分けすると約束。

幾ら待っても送って来ない。他日男が愉快そうな顔で来たので、修道士がどうして待たせるのか
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と尋ねると男は「貰えると思っていたの」と問う。相手が「そうだ」と言うと、rそれで手に入

らなかった」「ああ」「それじゃ手に入れたのと同じようなものだ」と言った。

　第九ナニ話女がウナギのパイをお櫃の中に隠す。ネズミが匂いに釣られて窓から入りお櫃に

入る。女はネコを誘ってお櫃の中に入れる。ネズミは粉にもぐって隠れ、ネコがパイを食べる。

女が蓋を開けるとネズミが飛び出し、ネコは満腹していたのでネズミを逃がした。

　第九十三話菖姓が告解に行き聖水で身を清めると、神父が菜園で働いていた。百姓は彼を呼

び告解を受けに来たと言う。「去年もきたかね」と神父が問うと、「はい」と百姓が答えたので、

神父は「寮銭箱に1ダナイオいれなさい。去年と同じだけ免罪してあげるから」と言った。

　第九十四話　キツネが森で見たことがないラバを見て、脅えて逃げる途中オオカミに会う。オ

オカミはキツネを引き留め見に行こうと誘う。オオカミにとってはラバは一層珍しい動物だった

のでラバに名前を尋ねる。ラバは右の後ろ足に書いてあると言う。キツネが字が読めないと需う

と、オオカミが良く読めるから任しておけと雷う。ラバが右の後ろ足をあげると、オオカミが顔

を近付けるが良く見えない。ラバがヂ小さいからもっとそばによりな」と言うので、オオカミが

顔を近付けて見ていた時ラバは思い切り蹴ってオオカミを殺す。キツネは立ち去りながら「字が

読めるからといって、みんな賢いわけじゃない」と眩いた。

　第九十五話　田舎者が胴衣を買うためにフィレンツェに来た。ある唐で親方はどこかと尋ねた

が、親方は留守で徒弟が自分だと名乗る。胴衣を買いに来たと君うので一枚試着させ値段の交渉

に入るが、田奢者は言い値の四分の一も持っていない。徒弟は足元を合わせるふりをして男のシャ

ツと胴衣をピンで留め「脱げ」と言い、国舎者が胴衣を脱ぐとシャツも脱げて裸になる。他の徒

弟達が田舎者を革の紐で邸き始め、その界隈中追い國して叩き続けた。

　第九十六謡　Bitoはフィレンツェの宮廷人でSak　Giorgio　o王tr’Amoの佐民だ。＄er

FrulliはSan　GiOrgioの上に農園を持ちそこで取れた果物や野菜を女中にポンテ・ヴェッキオの

広場で売らせていた。吝薔で疑い深いser　Frulliは野菜の東を＄分で作り、売上を毎資計算し、

女中にはSan　Giorgioの女泥棒達に爾心せよと忠告する。ある朝女中はキャベッの籠を持って

売りに行く途中、わざわざ白リスの外套を着て屋外のベンチで待ち受けていたB三麺に呼び止め

られキャベツの値段を問われる。「2束で1ダナイオ」と聞いたBitoは、「安いがうちには自

分と女中しかいないので多すぎる」と書い、当蒔フィレンツェでは2枚で1ダナイオとして通驚

していたメダルを出し「1束と1ダナイオおくれ。メダルを1枚払うから。今度また1東もらう

よ」と提案。女中はうっかり相手が正しいと思いそうした。女中の帰宅後主入は1ダナイオ不足

しているのに気付き女中に問いただす。女中がそんな筈はないというと、San　Giorgioで休んだ

ろうと散々いじめて問い詰めた結果、立派な臓を着た騎士とのいきさつを謡す。それまでも度々

彼をからかって来たBitoの仕業と知った彼は、激怒して翌朝早く錆びた剣を服の下に隠し、橋

のたもとに行く。大勢の人の中で座っているBitoにser　Fru11圭は寅莚を抜いて切り付けたが、人々

が1とめたので目的を果たせない。麿めようと人々が訳を聞いたので、ser　Frulliが語るとBito
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は微笑して「では話を付けておこう。私のダナイオを返したまえ。代わりに君のメダルを取りな。

後生だからキiVベツの束は持って行っておくれ」と言う。満足したFrulliは「最初からこうし

ていれば何もなかったのに」と言いながら1ダナイオ払ってメダルー個を受け取り満足して立ち

去ったので一同は大笑いした。

　第九十七話　商人が仕切りの二枚ついた樽を用意し真ん中に全体の半分の水を入れ、上下の部

分に葡萄酒を入れてその部分にだけ呑み口を付ける。水の分も葡萄酒として売り二倍の代金を得

た。その金を財布ごと船に載せて置くと、神の裁きで大サルが現れ財布を奪い木のてっぺんに登

る。商人は海に財布が投じられるのを恐れ必死に宥めた。サルは財布を開くと貨幣を海中と船中

とに交互に投げ、商人の稼ぎは半分、つまり本来得るべき金額になった。

　第九十八話　商人が帽子を運ぶ途中濡らしたので、干して置くと多数のサルが現れて帽子をか

ぶり木の上に逃亡。商人は長靴を買って放置し、サル達に真似させて捕え大儲けした。

　第九十九話　フィレソツェの若者が貴族の娘を熱愛。糊手は無関心で別の青年を愛しその相手

も娘を愛していたが、娘ほどではない。若者は娘を狂気のように愛していたので、友人が別荘に

連れて行き15臼間滞在させた。母と喧嘩した娘は恋人の許に女中をやり夜中に馬で迎えに来て駈

落ちしてほしいと伝えた。恋人は言われた通り門を開けるため仲問に待機させ馬で娘を迎えに行

くが、娘は母が見張っ一（いるので出ることが出来ず、恋人はやむなく通り過ぎる。別荘にいた若

者は友人の制止を振り切り馬で出発、城壁に着くと例の仲間のいる門が開いていたので中に入る

と、一・・一・ea娘の屋敷に向かいその前に潜む。娘が戸を開けてこっそり恋人を呼び馬を近付けるよう

頼んだ時、若者は素早く女を馬に乗せて例の門に駆け付け、そこでは掘手が誰か分からぬまま通

してやる。若者は娘を乗せて10マイル走り、大きなモミの木に囲まれた草原に着くと娘を降ろし

てキスした。この蒔初めて縮手に気付いた娘は当初抵抗して大いに泣いたが、若者が涙とともに

巧みに娘を膚めたため、娘は運命だと諦めて相手が好きになり若者を抱く。娘の恋人は家の中の

騒ぎから娘がいないことに気付き、門の所で何者かが娘を連れ去ったことを悟る。一同は二人の

行き先を求めて走る内に二人が抱き合って眠っているのに出会い、折から上った月の光で彼らを

見、二人が起きたら責任を取らせようと待っていたが、待ちくたびれて眠りこむ。やがて二人は

目を覚まし、自分達に害を加えなかった以上こちらも危害は与えられないと考え、娘が一番良い

馬に乗り若者と共に逃走した。目を覚ました一・同はどこを探せば良いかも分からず大いに悲しんだ。

　第菖話Feder三go帝はVeg1三〇（山の老人）を訪問して大いに歓迎された。　Veglioは自分がど

んなに恐れられているかを示すために上を見た。塔の上には二人の剃客（assessiRi＝：養っている

食客）がいた。Veglioが自分の大きな顎髭をつかむと、二人は身投げして直ちに死んだ。家来

が彼の妻と寝ているという奪があったので、皇帝自身自分の妻を試そうと思い、ある晩起き上がっ

て彼女の寝室を訪ねると、彼女は「あなたは今し方おいででしたよ」と雷った。　　全100話終

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1992．　　5．　12　　受理）
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